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このプロジェクト委員会の活動自標は「本校の教育実践が生徒の成長過程に及ぼす影響について分析、考察
し、その成果や課題について検討していく。生徒が主体的に学校生活を楽しみ、豊かな人格形成につながるよ
うな活動を目指したい。本プロジェクト活動の一部は、高大連携活動を推進しながら取り組み、そこから本校
への有益な還元を求め、さらに社会貢献活動の一環として'情報発信ができることを目標に取り組みたい。jこと
である。今年度の活動実践は以下の通りで、あった。①脳フィットネスという新しい概念の導入 ②生徒の生活
習慣改善に向け血中ヘモグロどン値測定と生活習慣調査の導入 ③教育活動の 3本柱の1つクラブ活動につい
て ④食育に関する意識の向上 ⑤卒業文集分析の導入 ⑥自由空熊についての共通認識にむけて ⑦起立性
調節F章害事例研究
キーワード:成長過程プロジェクト
1 はじめに
2013年度に設置されたこのプロジェクト委員会の
活動目標は「本校の教育実践が生徒の成長過程に及ぼ
す影響について分析、考察し、その成果や課題につい
て検討していく。生徒が主体的に学校生活を楽しみ、
豊かな人格形成につながるような活動を自指したい。
本プロジェクト活動の一部は、高大連携活動を推進し
ながら取り組み、そこから本校への有益な還元を求め、
さらに社会貢献活動の一環として情報発信ができるこ
とを自標に取り組みたい。」である。構成員募集のため
に示された活動内容は以下の通りで、あった。
( 1 )現状分析
本校でこれまで蓄積されてきた資料を活用する。
(2)課題と将来構想、の模索
① 生徒の成長過程についての分析
② 行事等における生徒指導についての情報収集
③ 生徒の能力をより発揮させるための授業展開の
模索
(3 )具体的提案・実践
① 6年間の成長過程について
-蓄積されてきた資料活用例として、高校卒業
文集についての分析
-生徒の人格形成と心の成長、 6年間の心の成長
(学校案内p23'"'-'24)の再検討
-生徒の生活習慣(運動・栄養・休養)について
.高校3年生文化祭活動と進路・進学についての
関連性について
② 教員の働きがけについて
-各学年での行事や総合学習における指導ポイン
トの収集と検討
③集中力を高めるための授業の試行
-脳活性化・感情好転化・認知機能改善を目指し
た授業プログラムの実践と検証
成長過程プロジェクトは、 20131:J三4月から 2015年
3月まで2年間札織される。委員長は原則2年関連続
して務め、それ以外の構成員は 1年毎、希望により選
出される。各学年担任回からは必ず1名構成員となる。
2013年度は委員長含め 12名の構成員で、あった。
本稿は 2013年度成長過程フ。ロジェクト委員会の活
動報告であり、次年度へ向けての課題や修正点などを
The growth process of the students: 2013 Project 1 committee report 
???
明らかにすることを目的としている。
2 2013年度の各活動報告
2. 1 征矢英昭教授(筑波大学体育学系)との連携
平成 2'"'-'25年度文部科学省特別経費プロジェクト
「たくましい心を育むスポーツ科学イノベーション一
身心統合スポーツ科学・認知脳科学の導入-J、筑波大
学体育系 B品位S推進室 1)の代表である征矢英昭教授
と連携し展開した。
征矢教授は、「脳フィットネスjという新しい概念を
つくり、運動が脳に及ぼす影響と脳が運動ノミフォーマ
ンスを高めるメカニズムの解明を目指している。スト
レスにも負けない、元気で前向きな人間でいられるよ
うな脳の状態を「脳フィットネスj とし、脳フィット
ネスを高める方法として身近な身体運動に着目し、研
究をすすめている。本校生徒にとって運動は極めて大
切なものであると考えている。
①勉強会の実施
征矢教授に加え、研究員菊池章人氏を招き、 2013
年4月 15日(月)に、成長過程フ。ロジェクト構成員
を対象に勉強会を実施した。「脳を鍛えるには運動しか
ない~軽運動でも身心を活性化できる'"-'Jという題目
で、①Exerciseas a mood changer 、②実行機能を高
める運動効果、③軽運動と海馬の発達、と大きく 3点
に絞って講義を受けた。
勉強会の後半では、菊池氏のリードにより、朝のス
クワット体操を全員で体験した。二次元気分尺度 2)を
使用して、軽運動(較のスクワット体操)による気分
の変化にも客観的に気づくことができた。
成長過程フ。ロジェクト構成員が担当する授業におい
て、授業開始時に教室内で朝のスクワット体操を実施
し、その効果について検証することを試案していたが、
教室が狭いことで実現することができなかった。今後、
継続して検討していきたい。
② 「脳フィットネスを高める運動を楽しもうj
征矢教授・菊池研究員を招き、平成25年7丹8日
に本校 7号舘オープンスペースにて希望生徒対象に
SSH特別講産を実施した。
講座の後半には、 100人以上の中高生を対象に、フ
リフリグ、ッパ一体操と朝のスクワット運動を実施し、
二次元気分尺度による気分変化の評価ができた。
フリフリグッパ一体操の前後で、の気分状態を表 1に、
朝のスクワット運動の前後での気分状態を表2に示す。
いずれも安定度以外は気分がよくなっていると判定
された。本校生を対象にしての軽運動実施が、生徒の
気分改善につながることが実証された。
表1. フリフリグッパ一体操前後の気分変化
n=89 活性度 安定度 '肉童度 覚程度
運動前 -1.8 十3.2 十1.5 -5.0 
運動後 十3.7 十3.0 十6.8 十0.7
変動数 十5.5 -0.2 +5.3 十5.7
有意差 p<O.Ol n.s. p<O.Ol p<o.Ol 
表2. 朝のスクワット運動前後の気分変化
n二58 活性度 安定度 快適度 覚醒度
運動前 -1.8 十3.6 十1.8 5.4 
運動後 +5.6 十3.3 十8.9 トー2.3
変動数 +7.4 -0.3 十7.1 十7.7
有意差 p<O.Ol n.s. p<O.Ol p<O.Ol 
? ? ??
， ? ?
2.2 血中ヘモグロゼン値測定"生活習横調査
生徒の健康・体力の向上を自指し、生活習慣改善
指導および健康教育を行っていくための基礎的資料
とすることを目的とする。
実施概要
対象は中学1年生から高校3年生までの全生徒。本
校の定期健診集中日である、 2013年4月25[3 (木)
に実施した。
澱定・調査は東海大学小津治夫教授の全面的支援(写
真1、2)を受け、今後、毎年継続して実施していく。
写真1.血中ヘモグロピン健を測定している様子
写真2.アンケートを回答している様子
血中ヘモグロビン値測定には、採血する必要のない
末梢血管血色素量測定装置(アストリム)を使用した。
生徒1人あたりにかかる所要時間は、血中ヘモグロビ
ン値測定およびアンケート回答合わせて、 10分以内で
た。また、当日、本校職員への負担は全く無かった。
測定場所は7号館オープンスペースAで、あった(図1)。
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測定された血中ヘモグロビン値については、測定直
後に、その場で、結果を記した個票が生徒自身に渡さ
れる。データ処理については東海大学が行う。本校の
データは今後研究の目的のみに使用される。詳細は
2013年度の本校論集 3)に掲載されている。
2.3 高3運動部部員名簿記載者の現役進学調査
学校案内 2012・2013心の冒頭部分に『本校の教育活
動における方針は、「学業JI学校行事JIクラブ活動j
の3つの教青機能を充実させ、学校という場で生徒の
全面的な人格形成を促し、発達させていくところにあ
ります。Jと紹介されている。
つまり本校の教育における 3本柱は、学業・学校行
事・クラブ活動であり、この点については、本校生徒
だけでなく、保護者や学校説明においても管理識から
説明されている(図2.HAMAMOTO.S)。
あり、定期健診全体の進行に対して全く問題がなかっ 図2.教育活動における3本柱(胤胤MOTO.S)
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クラブ活動については、 f全活動の基盤である体力、
運動能力、精神力の向上j と書かれており、この点に
ついては、運動部での活動をイメージして語られてい
るように受け取ることができる。
本校の生徒は11月の文化祭に向けて高校2年生の3
学期より準備にとりかかる。高校2年生のその時期は、
大学受験までおよそ 1年となり、多かれ少なかれ生徒
は大学受験に対して意識する時期である。本校では、
硬式テニス部、軟式テニス部、水泳部など高校2年生
のうちに多くの部員が引退するクラブがし1くつかある。
高校2年生の3学期から高校3年生の1学期にかけて、
受験勉強にも時間がとられ、通塾頻度を増やす生徒も
出てくる。それらの影響によって、高校3年生の 4月
の時点で部員名簿に記載される運動部員は決して多く
ない。高校3年生になって運動部を継続している生徒
は、 57'"'"'61期の5年間、すべて 40名未満であり、加
入率は25%に達していなかった。
認査概要(須田学教諭による)
運動部活動を高校3年生まで継続することが現役進
学率に影響を及ぼすかを検証することがねらいである。
57期から 61期まで、高校3年生になって運動部登
録した生徒を対象に現役合格率を算出した。
58期を除き、他の 4つの学年においては、全体の現
役進学率よりも、運動部に所属していた生徒の現役進
学率が上回っていた。
数値からも高校3年生まで運動部活動を継続しでも、
現役合格率とは無関係であることが示された。
今後、 1人でも多くの生徒が高校3年生まで運動部
を継続し、学校全体として、より一層文武両道の方向
を生徒に働きかけて指導しくことが望ましいのではな
いだろうか。受験勉強への不安により運動部を余儀な
く諦めてしまう生徒らに対して、継続の方向で指導す
る上で、この調査結果を有効活用してもらえるであろ
う。さらに、前述の脳フィットネスと絡めて、勉強の
効率を上げるためにも適度な身体活動は有効であるこ
とを多くの生徒に理解させていけるように働きがけた
い。運動部活動を高校3年生まで継続してやることが
その生徒にとって大きな自信となり、やり切ったとい
う充足感を得て、そこで気持ちを一気に受験勉強に切
り換え夏休みに臨んでいくことにつながるという面で
も、高校3年生まで運動部活動を継続する雰臨気の学
校を目指してみてはどうであろうか。
2.4 平成25年度健康教育指導者養成研修参加
平成 17年 6月 10日第 162回国会で食育基本法 5)
が成立し、同年 7月 15自から実施されている。食育
について、①生きる上で、の基本で、あって、知育、徳脊
及び体育の基礎としてなるべきもの、②様々な経験を
通じて f食Jに関する知識と「食j を選択する力を習
得し、健全な食生活を実践することができる人間を育
てること、と位置づけている。現在、食育の推進は国
民運動であり、小中学校の学習指導要領の改訂におい
ても「学校における食育の推進jが盛り込まれたほか、
関連する各教科などでの食育に関する記述も充実して
いる 6)。本校では近年、養護教諭と保健体育科、そし
て担任回の協力を得て筑納LBCが立ちあげられた 7)。
筑駒アカデメイア、教員免許状更新講習でも実施され
ており、本校の食育実践として認知されつつある。し
かし、附属学校の使命としての情報発信を考える上で、
現在の状況は食育実践という面では弱すぎると同時に、
本校として組織化も図られていない。
本校で 1人でも多く、食育に携わる人材をつくるた
めに、今回は本プロジェクト構成員である横尾智治教
諭を、本校として推薦して頂くように働きかけた。そ
の結果、平成 25年度健康教育指導者養成研修食育推
進コース(独立行政法人教員研修センター主催)への
参加が認められた。
研修会概要(横尾智治教諭参加)
平成25年7月9日(火)'"'"'7 J3 12日(金)の4日
間の宿泊研修で、場所は教員研修センター(茨城県つ
くば市)で、あった。全国各地域の校長、高IJ校長、教諭、
栄養教諭、学校栄養職員らの多数の参加者がある中、
事前に提出した資料を元に選考され、横尾教諭には本
校での食育実践(筑駒LBC)を分科会と全体会と合わ
せて 2回の発表機会が与えられた(写真3)。
食育実践については具体的にまとめられているケー
スは少なく、横尾教諭による本校の実践発表に対して、
参加者の興味関心は高く、質疑応答を含め、研修会に
おいて有意義なものとなった。さらに今後の目標、方
向性についてまで発展させることができた。
具体的には筑駒 LBCを他校でも実践できるように
計画すること、小中学校で
スト給食において筑駒 LBCを活用していくこと、給
食のない高校などではこのままでも活用していくこと
であった。
?
?
?
?
写真3.本校教諭による発表の様子
食育については、生徒の成長過程において欠かすこ
とができない大切なものであることより、今後も本プ
ロジェクトが中心となり進めていきたい。
多くの教科と連携、地域や他の学校と連携により関
係者を増やし、研究成果などを情報発信していくこと
も~付属学校としての本校にとって 非常に重要な役割
ともいえる。将来的に、筑駒LBCからチーム LBCに
発展させていきたい。
2.5 文集分析
生徒がこれまで残してきた貴重な資料、卒業文集を
分析し、そこから成長過程や他の傾向について特徴を
把握し、その背景にある教師の関わり方について、他
校との違いなどについて考察する。この研究について
の最終目標は、非常に学力の高い本校生徒に対しての
指導方法を提言し、他校との差別化を図り、情報発信
していくことである。
とし1う文章も少ない。
-警句(短く巧みな表現で、真理をつく言葉)が多い
.評論調の文章もある。
2014年度の課題は以下の通りとする。
-文集委員長および顧問教員より、作成に関わる留意
点などを明確にする。
-文集の中に頻出する言酢〕を明らかにする。
-頻出する語句や類似した文章から、生徒の考え方を
読み取る。
-可能であれば、本校に似た生徒が通う中高一貫の男
子校の文集と比較する。
-特定の個人に着信し、その生徒の中 1、中 3、高3
の文章から成長過程を探る。
2.6 6年間の自由空間
本校生徒の成長過程において、重要なキーワードに
f6年間の自由空間J(図 2)というものがある。近年、
本校教職員の入れ替わりは多く、 6年間の自由空間に
対しての共通理解は乏しくなっているのではないだろ
うか。自由空間は生徒のもので、あって、教職員のもの
ではないという点は言うまでもない。教育現場におい
て、生徒の成長過程に応じた適切な指導につなげるた
めにも、 6年間の自由空間のあり方については、ある
程度の共通理解は絶対に大切な部分といえる。
また、本校の自由は、他校では実現することが函難
である自由の部分が大きく、その自由空間での教師の
生徒への関わり方、保護者の理解と協力など明らかに
することができれば、社会的にも意義ある情報発信が
できるのではなし1かと考え、この取り組みに着手した。
今年度の調査概要
今年度の調査概要(千野浩一教諭を中心として) 61期生の書いた高校卒業文集の中に「本校での自由
甲斐雄一郎教授(筑波大学教育学域)を訪問し、御 に対して居心地の悪さj、「自由といいながら拘束され
指導助言を頂いた。今後も継続して関わって頂けるこ る部分があるjについて述べられているものがあった。
とになった。 60期中学1年時・中学卒業文集・高校卒 それらの文章を、本プロジェクト構成員で読み、本
業文集を一通り読み、何点かの特徴が浮かび上がった。 校の自由のあり方について意見交換した。その後、プ
ロジェクト委員長会議を経て織員会議に報告した。
-中学生は自分と真面目に向き合う。
・高校生は滑稽化したり茶化したり、自己の捉え方が
複雑化している。
-高校生は卑下しつつ本音を際、し、他者にどのように
映るかということを意識した文章を書いている。
・五枚看板で演じているような印象。
-教師批判がない、しかし、教師の名前を出して感謝
.61期生卒業文集では「自由jに関わる文章を書いた
徒は29名 (18%)で、あった。
・それを大きく分類すると、「自由に対する苦悩や苦言j、
「なんとなくであるが自由の良さを感じるJ、「自由と
責任感Jf束縛を伴う筑駒の自由J
??? ?
次に、長年文化祭装飾委員会の美術室での生徒活動
状況を、顧問としてではなく、客観的に観察してきた
土井宏之教諭の見解を示す。
土井宏之教諭による生徒観察
社会全体に、異質なものを無意識に排除しようとす
る雰囲気、過剰な平等主義や損得勘定がこの 10年ほ
どますます強くなっていると思われ、駒場もその例外
ではないのではなかろうか。駒場でのその移り変わり
を最も強く感じさせるのが、生徒の委員会活動、特に
装飾委員会の活動である。 10年ほど前からであろうか、
年によって方法は若干異なるが、執行部が、委員の活
動にポイント制を取り入れ、委員会出席 1回何点、放
課後の活動 1図何点などとし、点数が足りないと最終
的に文化祭当日のシフトを多く振るという、いわゆる
罰則規定を作り現在まで継承されている。サボりは悪
い、サボりに対してはペナノレティー、ある意味平等で
はあるが、堅苦しさ 互いを拘束する圧力を感じざる
を得ない。それより以前はどうで、あったかというと、
確かに延べ 40名程度の委員のうち実際に活動するの
は半分程度。しかし何とかなっていたのは、仕事の絶
対量の違いであろう。今の委員会の作業量を委員の中
のやる気のあるものだけでこなすのは、無理であり、
執行部が委員を拘束する手立てを案じるのは無理から
ぬこととも考えられる。これに類することは、他の委
員会やHR活動においてもかなり一般化しているので
はないだろうか。過剰な平等主義や損得勘定を抱きな
がら、よりレベルアップしなくてはならないという強
迫観念に近いものが、生徒達にあるのだろうか。
さて、教員はどうかかわっていけばよいのか。価値
観の多様化、過多な情報の中、規律と自由を按配しな
がら、弱者への視点、ポジティブでない者もいられる
場の雰毘気を醸成させる必要があろうか。もちろん中
学生と高校生では集団への指導もおのずと異なってく
るであろうと思われるが・・ 。
また、 61期文集の他にも 6年間の自由空間に関係
する資料として、進学情報誌さぴあに掲載された
下貢献するリーダーJを育む先導的教育拠点として創
造的、発展的な学びを』とし1う星野貴行校長と大野新
高IJ校長へのインタビュー記事 8も取り上げ、現在検討
中である。本プロジェクト構成員の中にも、この記事
の内容によってはじめて知った事柄なども含まれ、近
年、本校教職員の入れ替わりが多くなっている状況の
裏付けともいえる。
当初の呂襟としていた 16年間の喜由空間jについ
て、本校教職員に対して共通理解となるものを提示す
る、そのこと自体はできなかった。
引き続き、2014年度も本フ。ロジェクトにおいて検討
を重ねて、共通理解となるものを提示できるように努
めていきたい。
2. 7 起立性調節樺害関連
起立性調節障害 (OD Orthostatic Dysregulation) 
は、思春期に起こりやすい自律神経機能失調症で、急
激な身体発育のため自律神経の働きがアンバランスに
なった状態。食欲不振や頭痛など様々な症状が午前中
に強く現れ、午後は回復、夜は元気になり眠れないこ
とも多く、朝はなかなか起きることができなくなる。
まわりの人には一見怠けているように思われがちであ
る。過去の医学会においても ODについて f医学的な
疾患なのか?J、「発達途上の子どもの一時的な生理現
象だJ、「ささいな心因反応に過ぎなしリ、「治療は必ず
しも必要ではなしリなどという誤解や批判もあったも
のである。現在では、養護教諭のほとんどは認知して
いるが、一般教師の認知度はまだ低く、今後の学校現
場での周知が課題となっている 9)、10)。
インタビュー調査について
ODを克服した本校卒業生 1名に対して、早貸千代
子教諭・加藤勇之助教諭が、本人の了解のもとビデオ
撮影による記録を取りながらインタピュー調査を実施
した。インタビュー実施日は2013年5丹21日(火)、
場所は本校保健室、時間は約 1時間で、あった。
インタビュー内容について、加藤教諭がテープ起こ
しを行い、その後、早貸教諭が会議資料としてまとめ
をした。その資料の記述内容について本人に確認を得
た。本人および保護者の同意を得て、本プロジェクト
委員会で情報を共有した。その後、進捗状況に応じて、
複数回、プロジェクト委員長会議を経て職員会議に報
告した。
今後の方向性について
本人および保護者に、本校で特にODで、図っている
生徒およびその保護者に対して少しでもカとなりたい
としづ意向があったので、今後、状況に応じて早貸教
諭が中心となりコーディネイトしてもらう。
ODに対する認知度は現状では低いため、今後、事
例紹介として活用できるようにまとめてし1く。まとめ
にあたり、石限利紀教授(筑波大学副学長.~付属学校
?
?
? ? ? ?
局長、臨床心理学)に専門的視点からも御指導頂きな
がら進めていきたい。
ODではなくても生活習慣の乱れからくる生徒の不
健康状態に対して、学校全体で対応していくためのき
っかけとしていきたい。そして問題を抱える生徒の対
応については、特に担任 1人で抱え込むことなく、担
任団はもちろん、関係する教科担当者、養護教諭、状
況によってはスクールカウンセラ一等、チームを作っ
て対応していくように働きがけたい。
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